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【実施に当たっての工夫】

　「地域交流センター」が協働活動の中核を担い、人材の確保、スムーズな連絡・調整が行われている。また、年３回行われている
「湯沢町学園支援コーディネーター連絡会」（社会教育指導員、学園支援コーディネーター、教育委員会子育て支援課職員、認定
子ども園長、小学校教頭・中学校教頭）により、内容の改善・充実が図られている。

　「オール湯沢」での取組であり、湯沢学園学校運営協議会をはじめ、湯沢町ボランティア連絡協議会、湯沢町公民館、湯沢町ス
ポーツ推進委員会、体育協会等と連携をしており、学園のニーズに対応した支援をしている。また、地域交流センターの担当者や学
校運営協議会のメンバーが様々な団体に所属しており、横の連携も取りながらのタイムリーな支援体制が構築できている。

【関係機関・団体等との連携状況】

　協働活動の要になっているボランティアの窓口を地域交流センターに一本化したことで、協力する側も、支援を求める学校も、相談
しやすく活用も広がっている。また、ボランティア同士の情報交換会を定例で実施したり、学びあう研修会を実施したりするなど、活動
が広がっている。
　教員だけでは十分な指導ができない技能教科のミシンやスキーなどの技術的な指導や、茶道・華道・和楽器といったクラブの指導
などが、継続して行われ、児童も興味をもって取り組んでいる。これらの指導に関わる教職員の準備の時間減や負担の軽減になり、
子どもと向き合う時間の確保につながっている。また、支援に関わった人たちからは、「子どもと触れ合う時間が楽しい」「もう少し活動
の機会を増やしてほしい」という声が上がっている。

　地域交流センターと、こども園、小学校、中学校、そして町教育委員会が一体型の施設にあることで、日常の互いの姿や生活の様
子を感じながら、活動が推進できるメリットがある。
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● その他

● 地域学校協働活動を実施しての効果・成果

● 活動の特徴・工夫

学園支援ボランティア活動
①　学習支援【教師が行う日常の授業を支援補助するもの】書道、家庭科（ミシン）、体育（スキー・ダンス）　、読み聞かせ　等
②　学習参画【授業計画の段階から連携し授業づくりを行うもの】総合的な学習の時間や社会科で地域を学ぶ学習、クラブ活動　等
③　支援活動【教育環境の向上に寄与するもの】見守り、図書整備、校舎清掃、植栽、卒業生による学習支援、ものづくり　等
地域連携活動
①　あいさつ運動支援活動・・・湯沢学園学校運営協議会の目指す「あいさつあふれる湯沢町」と連携
②　湯沢っ子絆活動・・・町内会と連携した、地域住民と児童・生徒による町内ごとの奉仕活動・体験活動

【地域学校協働活動としての特徴的な取組】

025‐784-3033

参考URL http://www.town.yuzawa.lg.jp

●連絡先 湯沢町教育委員会　子育て支援課　地域交流センター

企業・ＮＰＯ
等との連携

協働活動
開始年度

湯沢町を誇りに思い、次代を担う、たくましく生きる子どもの育成
　　　　　　～オール湯沢で取り組む学園支援～

新潟県湯沢町
●活動名 ●関係する学校名

湯沢学園地域学校協働本部 湯沢町立湯沢小学校 湯沢町立湯沢中学校

248人

延べ登録人数ボランティア
の数

ー

統括的な地域学校協働
活動推進員等の数

配置人数

1人 6人

　湯沢町内には、湯沢中学校と、三国、三俣、土樽、神立、湯沢の5つの小学校があったが、平成26年４月にこの５小学校を統合
して湯沢小学校とし、湯沢中学校と併せて小中一貫教育を開始した。その後、平成28年に町内５つの保育園を統合して湯沢認
定こども園とし、保小中一貫教育を目指す湯沢学園となった。この統合を機に、湯沢町は「湯沢町を誇りに思い、次世代を担う、
たくましく生きる子ども」の育成を目指し、「オール湯沢」を合言葉に湯沢町総がかりで子どもたちを育む体制を整えた。保小中一貫
教育を実現するために、統合前の各小中学校の学校運営協議会を、平成26年度から湯沢学園学校運営協議会として１つにし、
保護者、地域住民と学校とが熟議をし、学園と地域の両方を元気にする活動を展開している。さらに、一体型校舎の一角には、
学園と地域との交流拠点となる地域交流センターを併設している。この地域交流センターには、社会教育指導員を配置し、５人の
学園支援コーディネーターと協力して学園支援ボランティアの活動をコーディネートしている。学園支援活動を中心に、学園と地
域住民、地域住民同士をつなげている。

配置人数 地域学校協働活動
推進員等の数

代表的な活動の写真等を貼り付けてください
（推進員等の集合写真、活動場所の写真、
活動のロゴマーク等活動を象徴するもの）

学校支援活動
活動区分

ＩＣＴ機器
活用

無有

指定・設置日

平成26年4月1日設置

地域人材育成

ー

平成 26 年度 有

地域未来塾

学校運営
協議会

地域学校
協働本部

こんな

活動です


